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LIFE　LIGHT　LOVE

東 北 学 院 時 報

十
一
月
二
十
三
日
、
情

報
処
理
学
会
・
Ｃ
Ｄ
Ｓ
／

Ｍ
Ｂ
Ｌ
／
Ｕ
Ｂ
Ｉ
研
究
会

主
催
の
「
第
九
回
学
生
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、教
養
学
部

情
報
科
学
科
の
高
橋
秀
幸

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る

学
生
チ
ー
ム
「
公
守
（
き
み 

ま
も
る
）
く
ん
」（
阿
部
真

成
斗
さ
ん
、
忌
部
湧
馬
さ

ん
、工
藤
智
博
さ
ん
、鈴
木

晴
稀
さ
ん
、
針
生
有
都
さ

ん
＝
三
年
）
が
ア
イ
デ
ィ

ア
賞
を
受
賞
し
た
。

高
橋
ゼ
ミ
所
属
の
学
生

チ
ー
ム
は
コ
ロ
ナ
下
の
対

面
授
業
に
お
い
て
網
戸
の

講
師
を
務
め
た
大
塚

製
薬
の
瀬
口
菜
々
子
氏

は
、体
調
管
理
で
重
要
な

免
疫
力
が
睡
眠
不
足
や

生
活
習
慣
の
乱
れ
、栄
養

の
偏
り
の
ほ
か
激
し
い

運
動
で
も
低
下
す
る
と

話
し
、こ
れ
を
維
持
す
る

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
栄
養

補
給
や
適
度
な
運
動
、

休
養
な
ど
を
挙
げ
た
。注

目
す
べ
き
栄
養
素
と
し

て
タ
ン
パ
ク
質
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
を
紹
介
し
た
瀬

口
氏
は
「
タ
ン
パ
ク
質
は

筋
肉
形
成
だ
け
で
な
く

免
疫
細
胞
の
素
に
も
な

り
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
以
外
に

筋
肉
や
免
疫
機
能
の
維

持
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

こ
の
栄
養
素
を
さ
ま
ざ

ま
な
食
材
を
組
み
合
わ

な
い
教
室
で
換
気
す
る
際

に
蜂
や
蚊
、ア
ブ
な
ど
が

侵
入
す
る
問
題
に
着
目
し

「
虫
侵
入
未
然
防
止
ア
プ

リ
～
Ｂ
ｕ
ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
～
」

を
開
発
し
出
展
。審
査
は

書
類
に
よ
る
第
一
次
審
査

と
デ
モ
ビ
デ
オ
に
よ
る
第

二
次
審
査
が
行
わ
れ
、全

国
の
大
学
院
・
大
学
・
高

専
・
高
校
生
か
ら
の
応
募

九
十
五
件
の
う
ち
十
一
件

が
最
終
審
査
会
に
進
ん

だ
。最
終
審
査
会
で
学
生

チ
ー
ム
は
、企
業
、大
学
な

ど
の
開
発
者
や
研
究
者

ら
審
査
員
に
対
し
開
発

十
二
月
十
二
日
、日
本
学

生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
主
催

の「
第
六
十
七
回
日
本
学

生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
」

で
、経
済
学
部
経
済
学
科
の

篠
崎
剛
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所

属
す
る
学
生
チ
ー
ム
（
尾
川

彩
佳
さ
ん
、鈴
木
紀
恵
子
さ

ん
、淡
路
慎
太
さ
ん
＝
三
年
）

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

同
大
会
は
全
国
の
経
済
・

経
営
・
商
学
部
の
学
生
を
対

象
と
し
た
学
術
大
会
で
、討

論
部
門
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
の
二
部
門
が
あ

り
、学
生
チ
ー
ム
は
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
参

加
。「
老
後
の
資
産
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
、日
本
の
年
金
シ

ス
テ
ム
の
持
続
可
能
性
に
つ

い
て
ま
と
め
た
。

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

十
二
月
十
一
日
、十
二
日
、

日
本
政
策
学
生
会
議（
Ｉ
Ｓ

Ｆ
Ｊ
）主
催
の「
政
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
〇
二
一
」
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
、経
済
学

部
経
済
学
科
の
白
井
大
地

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
倉
田
洋
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
学

生
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
、分

科
会
賞
を
受
賞
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｊ
は「
学
生
の
政

策
提
言
に
よ
る
望
ま
し
い
社

会
の
実
現
」
を
理
念
と
す
る

学
生
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
、本

学
は
じ
め
国
内
の
大
学
生

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
の
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
は
二
十
六
の
分
科
会
に
百

八
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。

白
井
ゼ
ミ
所
属
の
学
生

チ
ー
ム（
日
下
向
燿
さ
ん
、

佐
藤
凌
さ
ん
、
曳
地
航
大

さ
ん
＝
三
年
）（
写
真
上
）
は

「
住
宅
保
有
が
家
計
の
リ
ス

ク
金
融
資
産
投
資
に
及
ぼ

す
影
響
」
を
テ
ー
マ
に
、独

自
の
視
点
か
ら
分
析
を
行

い
政
策
を
提
言
。受
賞
し
た

学
生
は「
今
回
の
分
析
は
単

年
の
デ
ー
タ
に
留
ま
っ
た
の

で
、今
後
は
複
数
年
に
渡
っ

て
分
析
し
た
り
法
律
や
制

度
な
ど
背
景
事
情
な
ど
も

学
び
研
究
を
さ
ら
に
深
め
、

ゆ
く
ゆ
く
は
学
術
誌
へ
の
投

稿
も
目
指
し
て
み
た
い
」
と

話
し
、指
導
し
た
白
井
講
師

篠
崎
剛
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
が「
第
六

十
七
回
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

大
会
」で
最
優
秀
賞
を
受
賞

白
井
大
地
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、倉
田
洋
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
学
生
チ
ー
ム
が
日
本
政
策

学
生
会
議「
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
二
一
」

で
分
科
会
賞
を
受
賞

高
橋
秀
幸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
チ
ー

ム
が
情
報
処
理
学
会
「
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
ア
イ
デ
ィ
ア
賞

を
受
賞

は「
受
賞
し
た
チ
ー
ム
の
研

究
テ
ー
マ
は
、株
式
投
資
を

す
る
人
が
少
な
い
と
い
う
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
問
題

を
、住
ん
で
い
る
住
宅
の
広

さ
に
注
目
し
て
検
証
す
る

と
い
う
他
に
例
が
見
ら
れ

な
い
、学
術
的
に
も
興
味
深

い
研
究
だ
」
と
評
価
し
た
。

ま
た
倉
田
ゼ
ミ
所
属
の

学
生
チ
ー
ム
（
菊
田
大
翔

さ
ん
、小
山
瑞
稀
さ
ん
、本

田
太
輝
さ
ん
、渡
邊
重
杜
さ

ん
、渡
辺
結
衣
子
さ
ん
＝
三

年
）（
写
真
右
）
は
「
自
動
車

部
門
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

最
適
化
に
よ
る
現
実
的
な

Ｃ
Ｏ
２

削
減
目
標
と
補
助

金
規
模
」
を
テ
ー
マ
に
、身

近
に
走
る
エ
コ
カ
ー
か
ら

着
想
を
得
て
、現
実
的
か
つ

長
期
的
に
Ｃ
Ｏ
２

削
減
が
期

待
で
き
る
政
策
を
提
言
。受

賞
し
た
学
生
は
「
ゼ
ミ
の
仲

間
か
ら
色
々
と
手
厳
し
い

コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
が
、

そ
の
穴
を
埋
め
る
こ
と
で

内
容
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
れ
今
回
の
受
賞
に
つ

な
が
っ
た
と
感
じ
る
」
と
話

し
、倉
田
教
授
は
「
専
門
家

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
機
会
を
自
ら
つ
く
る
積

極
的
な
姿
勢
と
、先
生
や
専

門
家
、ゼ
ミ
の
仲
間
か
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
具
体
的
な

政
策
を
提
案
で
き
る
柔
軟

性
と
行
動
力
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

参
加
に
当
た
り
、白
井
ゼ

ミ
・
倉
田
ゼ
ミ
の
学
生
チ
ー

ム
は
、両
ゼ
ミ
合
同
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な

ど
、研
究
成
果
が
伝
わ
る
よ

う
十
分
に
準
備
。こ
の
よ
う

な
熱
心
な
取
り
組
み
が
、今

回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

せ
て
摂
取
す
る
こ
と
が

理
想
」
と
し
、体
調
管
理

に
お
け
る
食
事
の
大
切

さ
を
説
い
た
。

ま
た
、免
疫
機
能
の
仕

組
み
や
免
疫
物
質
を
増

や
す
乳
酸
菌
の
話
題
に

も
触
れ
「
免
疫
力
を
高
め

る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
感
染
リ
ス
ク
が
低

下
す
る
」
と
説
明
。学
生

た
ち
に
「
体
調
管
理
の
基

本
は
食
事
、運
動
、睡
眠
。

免
疫
力
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
の
体
調
管
理
を

行
い
、元
気
に
冬
を
過
ご

し
て
」
と
呼
び
か
け
た
。

講
座
に
は
体
育
会
の

三
十
七
団
体
約
八
十
人

が
参
加
し
、
時
折
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱
心
に

聞
い
て
い
た
。男
子
ラ
ク

ロ
ス
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー

学
生
は
「
部
員
の
体
づ

し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

と
実
演
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
っ
た
。

今
回
受
賞
し
た
ア
イ
デ
ィ

ア
賞
は
、
最
終
審
査
会
ま

で
進
ん
だ
作
品
の
う
ち
完

成
度
や
新
規
性
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら

優
秀
な
作
品
に
対
し
て
贈

呈
さ
れ
る
も
の
で
、コ
ン
セ

プ
ト
の
面
白
さ
や
、実
際
に

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
機
能
し
て
い
る
点
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
。

く
り
の
必
要
性
を
感
じ
、

練
習
前
後
に
タ
ン
パ
ク

質
の
摂
取
や
軽
食
の
管

理
な
ど
を
始
め
た
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
と
て
も

興
味
深
か
っ
た
。
最
近

体
調
不
良
者
が
目
立
っ

て
お
り
、今
日
の
情
報
を

日
頃
の
取
り
組
み
に
生

か
せ
る
よ
う
部
内
で
発

信
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

今
回
の
講
座
は
、二
〇

一
八
年
に
学
校
法
人
東

北
学
院
と
大
塚
製
薬
で

締
結
し
た
連
携
協
定
に

基
づ
き
開
催
さ
れ
た
。企

画
し
た
学
生
課
は
、学
生

に
栄
養
知
識
の
不
足
が

感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら

今
回
の
開
催
を
大
塚
製

薬
に
打
診
。今
後
は
対
象

を
全
学
生
に
広
げ
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。

く
と
い
う
手
法
を
開
拓
し
、

こ
の
手
法
を
「
一
元
描
写
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
あ
る
人
物
の
主
観

か
ら
の
み
物
語
が
描
写
さ

れ
る
一
元
描
写
の
手
法
は
、

現
在
の
小
説
や
映
画
に
よ

く
使
用
さ
れ
る
手
法
で
あ

り
、
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ

て
な
じ
み
の
あ
る
表
現
方

法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
一
九
一
三

（
大
正
二
）
年
に
は
Ａ
・
シ

モ
ン
ズ
の
『
表
象
派
の
文

学
運
動
』
を
翻
訳
し
、
小
林

秀
雄
や
中
原
中
也
な
ど
当

時
の
若
い
文
学
者
た
ち
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
そ
ん
な
泡
鳴
の
小
説

家
と
し
て
の
活
躍
に
つ
い

て
近
代
批
評
の
先
駆
者
と

い
わ
れ
た
文
芸
評
論
家
の

河
上
徹
太
郎
は
「
明
治
文

学
史
を
通
じ
て
偉
大
な
小

説
は
沢
山
あ
っ
た
。
然
し

偉
大
な
小
説
家
は
岩
野
泡

鳴
た
だ
一
人
で
あ
る
」
と

評
し
て
い
ま
す
。

心
を
煽
ら
れ
て
文
学
へ
の

関
心
を
高
め
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
泡
鳴

は
一
八
九
〇
（
明
治
二
十

三
）
年
に
国
木
田
独
歩
な

ど
と
雑
誌
『
文
壇
』
を
創

刊
し
、
そ
の
頃
か
ら
「
泡

鳴
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な

り
、
詩
人
と
し
て
新
体
詩

（
明
治
時
代
に
生
み
出
さ
れ

た
文
語
定
型
詩
）
を
多
数

発
表
、
そ
の
創
作
量
は
藤

村
を
凌
ぐ
も
の
で
し
た
。

翌
年
に
は
押
川
方
義
を

頼
っ
て
仙
台
神
学
校
へ

や
っ
て
来
た
泡
鳴
で
す
が
、

そ
の
入
学
に
際
し
て
「
教

師
に
な
る
つ
も
り
で
や
っ

て
来
た
が
、
米
人
宣
教
師

に
試
験
さ
れ
生
徒
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

思
想
家
エ
マ
ー
ソ
ン
を

「
心
の
友
」
と
し
て
勉
学
に

励
ん
で
い
た
泡
鳴
は
、
東

北
学
院
文
学
会
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
新

体
詩
と
い
う
新
し
い
文
学

吐
露
が
高
い
評
価
を
受
け
、

作
家
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
ま
し
た
。
し
か
し
同

時
期
に
は
樺
太
で
カ
ニ
の

缶
詰
事
業
に
手
を
出
し
ま

す
が
失
敗
し
、
樺
太
と
北

海
道
を
転
々
と
し
ま
す
。

泡
鳴
は
こ
の
体
験
を
小
説

へ
と
落
と
し
込
み
「
泡
鳴

五
部
作
」
と
呼
ば
れ
る
長

編
小
説
を
執
筆
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
小
説
家
と
し

て
の
生
き
方
に
つ
い
て
、

芥
川
龍
之
介
は
「
岩
野
泡

鳴
氏
は
、
殆
ど
荘
厳
な
気

が
す
る
位
、
愛
す
べ
き
楽

天
主
義
者
だ
っ
た
」
と
回

顧
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
泡
鳴
は
物
語
に
お

い
て
主
観
と
な
る
人
物
を

設
定
し
、
そ
の
人
物
の
視
点

か
ら
物
語
を
描
写
し
て
い

ジ
ャ
ン
ル
を
文
学
会
に
持

ち
込
ん
だ
ほ
か
、
機
関
誌

の
編
集
も
担
当
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
東
北
学
院
で
の

生
活
は
一
八
九
四
（
明
治

二
十
七
）
年
ま
で
続
き
、
仙

台
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
呼

び
、
こ
こ
で
の
経
験
に
つ

い
て
「
小
生
の
思
想
に
は
、

在
仙
中
の
事
件
は
抜
き
取

り
難
き
根
を
生
じ
居
り
候
」

と
語
ら
れ
る
ほ
ど
生
涯
の

思
想
の
根
底
を
決
す
る
も

の
で
し
た
。

そ
の
後
、
泡
鳴
は
一
九
〇

六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
小

説
『
芸
者
小
竹
』
を
発
表

し
て
詩
人
か
ら
小
説
家
へ

の
転
身
を
図
る
と
と
も
に
、

泡
鳴
文
学
の
思
想
の
原
型

と
も
な
る
霊
と
肉
と
の
合

致
と
刹
那
主
義
を
説
い
た

『
神
秘
的
半
獣
主
義
』
を

刊
行
し
ま
す
。
小
説
家
と

し
て
の
泡
鳴
は
一
九
〇
九

（
明
治
四
十
二
）
年
に
『
耽

溺
』
を
発
表
し
、
主
人
公
の

視
点
か
ら
の
自
在
な
心
情

明
治
を
代
表
す
る
文
豪

の
一
人
で
あ
る
島
崎
藤
村

が
東
北
学
院
で
教
師
を
勤

め
、
藤
村
初
の
詩
集
『
若
菜

集
』
に
あ
る
多
く
の
詩
が
在

仙
時
代
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
藤

村
と
同
じ
く
明
治
期
に
活

躍
し
た
詩
人
で
あ
り
自
然

主
義
作
家
の
一
人
に
、
東
北

学
院
で
学
ん
だ
岩
野
泡
鳴

と
い
う
人
物
が
い
ま
す
。

岩
野
泡
鳴
（
美よ

し
え衛
）
は
一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
現

在
の
兵
庫
県
淡
路
島
に
生

ま
れ
、
一
八
八
六
（
明
治
十

九
）
年
に
大
阪
の
泰
西
学
館

に
入
学
、
洗
礼
を
受
け
て

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
父
親
の
仕
事

の
都
合
に
よ
り
一
八
八
八

（
明
治
二
十
一
）
年
に
は
泰

西
学
館
を
中
退
し
て
上
京
、

明
治
学
院
普
通
学
部
本
科

へ
入
学
し
ま
し
た
。
こ
の

時
、
一
学
年
上
級
に
藤
村

が
在
籍
し
て
お
り
、
競
争

東北学院の偉人たちシリーズ

東北学院史資料センター

岩野泡鳴［いわの ほうめい］（1873－1920）第８回

岩野泡鳴

大
塚
製
薬
に
よ
る
食
事
や
免
疫
に
関

す
る
講
座
が
十
二
月
十
六
日
、
土
樋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
体
育
会
学
生
を
対
象
に
開
催

さ
れ
た
。

東
北
学
院
大
学
×
大
塚
製
薬

体
育
会
学
生
に“
体
調
管
理
の
コ
ツ
〟講
義

体
育
会
学
生
に“
体
調
管
理
の
コ
ツ
〟講
義

食
事
・
免
疫
に
つ
い
て
の
講
座
実
施

食
事
・
免
疫
に
つ
い
て
の
講
座
実
施

ゼ
ミ
表
彰
報
告

ゼ
ミ
表
彰
報
告

学
生
に
栄
養
知
識
の
情
報
を
発
信

シ
ョ
ン
部
門
で
は
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
約
百
八
十
チ
ー
ム

の
う
ち
予
選
会
を
勝
ち
抜
い

た
十
八
チ
ー
ム
が
三
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
本
選
に

進
み
、各
分
科
会
で
最
優
秀

賞
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、二
月
二
十
八
日
に

学
生
に
対
し
学
長
表
彰
が

が
行
わ
れ
、表
彰
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
た
。

教養学部

経済学部

経済学部


